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明
恵
の

『

菩
提
心
論
』

理
解

『

納
涼
坊
談

義
記
』

を

中
心
に

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

前
　

川

　

健

　
一

一

　
『

納
涼
坊
談
義
記
』

の

成
立

と

作
者

恵の y菩提心論』 理解 （前jE＞

　
『

納
涼

坊
談
義
記
』

は
、

明
恵
に
よ

る

『

菩
提
心

論
（
金
麟
頂
瑜
伽
中

発
阿
耨
多
羅
三

藐
三

菩
提
心
論）
』
（

不
空
訳）

の

講
義
を
隆

詮
が

記
録
し

た

も

　

　
　
T）

の

で

あ
る

。

　

こ

の

講
義
は

神
護
寺

納
涼
坊
の

伝

法
会
で

、

嘉
禄

元
年
（
一

二

二

五
）

九

月
四

日

か

ら

七

日

間
に

わ

た
っ

て

行
わ

れ
た
も
の

で
、

明
恵
は

四

日

か

ら
七
日

ま
で

学
頭
と

し
て

講
義
を
行
っ

て
い

る
。

残
り
の

三

日

間
は

「

各
談
之
」

（

十
四

オ
）

と

の

こ

と
で

あ
る

が
、

十

余
人

集
ま
っ

た

学

衆
の

う
ち
、

冒
頭
に

名

前
を

列

記
し
て
い

る

「

禎
遍
漏

「

聖

範
」

「

隆

詮
し

「

口
ロ
バ

虫

損
ご

「

玄

暁
偏

「

隆
弁
隔

の

六

人
が
講

義
を
し

た

の

で

は

な
い

か

と
思
わ
れ

る
（
た
だ
し、

聖
範
に

つ

い

て

は

「

不
参
」

（

ニ

オ）
と

注
記
さ

れ
て

い

る
）

。

　

嘉

禄
三

年
（

一

二

二

七）

五

月
の

「

神

護
寺
劇
規
」

（

鎌
倉
遺
文
三

六
一

四）

に

は

「

大
法
師
隆
詮
」

「

大
法
師
聖

範
〈

梅
尾
北

坊
明

壓
房
＞

」

「

権
律
師

隆

弁
」

の

三

人
が

名
を

連
ね
て

い

る
。

こ

の

う
ち

、

隆
弁
は

明
恵
か
ら
の

密
教
の

伝
授
を

記
し

た

『

真
聞
集
曳
明

資
三

所
収
）

の

筆
者
で

あ
り、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
2）

生

年
は

正

治
二

年
（

＝
］
○
○
）

ま
た

は

建
久
九

年
（

＝

九
八
）

と

推
定
さ
れ

、

延
応
元

年（

＝
＝

二

九）

に

は

憎
都
で

あ
っ

た
こ

と

が

知
ら

れ

る
。

　

聖

範
は

、

後
述

す
る

よ

う
に

延
応

元
年
（

一

二

三

九
）

に

五

十
七
歳
で

あ
っ

た

こ

と
が

知
ら

れ

る

の

で
、

養
和
二

年
（
一
一

八
二
）

に

生

ま
れ

た

こ

と
に

な

る
。

「

神

護
寺
制

規
」

に

「

梅
尾
北

坊
明
願

房
」

と
あ
る

が
、

『

高
山
寺
縁
起
』

の

「

北
坊
代
々
」

の

項
に

初
代
と

し

て

「

明

願
上

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
3）

人
」

（

明
資

丁
六

六
五
）

と

あ
る

の

に

対
応

す
る

。

管

見
で

は
、

以

下
の

よ

う
な

事
跡
が

知
ら

れ

る
。
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建
暦
元

年
（

＝

二

〇）

七

月
廿
一

日

　
「

大
方
広
仏

華
厳
経
（
八

＋
華
厳
ご

巻
一

・

巻
二

書
写
（
高
山

寺
聖
教
類
第
四
部
一

六

二
）

文
暦
二

年
（

嘉
禎
元
年

。

一

二一
二

五
）

正
月

廿
九

日

　
大
明
神
講
で

間
者
（
「

（
喜
海
問
答
ご

奥
書

、

高
山
寺
聖
教
類
第
四

部

＝
二

三
．

二

五
。

「

喜
海
四
＋
八
歳

時
之
記
」

奥
書

、

高
山
寺
聖
教

類
第
四

部

＝
ハ

九
・

三

八
）

延
応

元
年
（
一
一
＝

二

九）

五

月
十
七

日

　
「

建
暦
三

年
請
雨
法
日
記
」

（
高
山
寺
聖
教
類
第
二

部
二

〇
九）

を

書
写

。

「

聖
範
生

年
五

旬
七
」
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玄
暁
に
つ

い

て

は
、

高
山

寺
聖

教
の

中
に

玄

暁
所
持
本
と

考
え
ら

れ

る

も
の

が

数
点
あ
る

が
、

平
安
時
代
に

同
名
の

人

物
が
い

た

ら

し

く
、

今
問
題
に

し
て

い

る

玄
暁
で

あ
る

か
は

確
定
で

き
な
い

。

『

血

脈
類
集
記
』

第
九
に

は
、

真
恵
か

ら

法
を
受
け
た

玄
暁
が

記
さ

れ

て

い

る

が
、

こ

れ
に

当
た
る

か
。

「

玄
暁
阿
闍
梨
〈

四
＋
二

。

播
磨
〉

貞

永
元
年
十
二

月
十
五

日

庚
寅
〈

星

宿
水
曜
〉

於
同
院

↑
金

剛
幢
院）

受
之
」

（

真
全
本
一

九
七

上）
。

　

禎
遍
に
つ

い

て

は
、

管
見
の

限
り

、

関
連
す
る

記

事
を

見
出
せ

な
い

。

　

隆
詮
は

、

既
に

述
べ

た

よ

う
に

『

納
涼

坊
談
義
記
』

の

筆
記
者
で

あ
る

。

先
に

挙
げ
た

「

神

護
寺
制
規
」

の

他
、

寛
元
二

年
（

一

二

四
四）

正

月
十
九

日
（

明
恵
の

＋
三
回
忌）

に

諷
誦
文
（
高
山

寺
古
文

書
第
一

部
五

八）

を

捧
げ
て

い

る

「

権
律
師
隆
詮
」

は

同
一

人
物
で

あ
ろ

う
。

建
長
四

年

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　（
4）

二

二

五
二
）

四

月
十
七

日

に

神
護
寺
地
蔵
院
で

『

六
大
無

碍
義
抄
』

を

書
写
し

た

「

金
剛

資
隆
詮
」

（

頼
瑜
写
本
奥
書）

も

同
一

人

物
か

と

思
わ

れ

る
。

　

高
山
寺

関
係
資
料
以

外
で

は
、

文
暦
二

年
（
一

二一
二

五
）

九

月
十
一

日
、

「

高
雄

栂
尾
山
寺
（
一

本
「

栂
尾
」

ナ
シ

ご

で

行
澄
が

行
遍
か

ら

伝
法

潅
頂
を

受
け

た

時
、

色
衆
と
し

て

護
摩
の

役
を

務
め

、

翌
十
二

日

に

「

同

寺
」

で

の

良
耀
の

伝
法
潅

頂
で
、

今
度
は

誦

経
の

役
を

務
め

た

「

隆
詮
」

は
、

今
問
題
に

し

て

い

る

隆
詮
と

同
一

人

物
と

思
わ

れ

る
（
『

血

脈
類
集
記
』

第
＋

。

真
全
本
二

〇
七
下
）

。

ま
た
、

色
衆
を

務
め

て

い

る

顔

触
れ

が

共
通
し

て

い

る

の

で
、

以
下

各
人
の

伝
法
潅
頂
（

い

つ

れ
も

行
遍
の

付

法）

に

登

場
す
る

「

隆
詮
」

も
同
］

人

物
で

あ
ろ

う
（

真
全
本
二

〇
六
下

〜

二

〇

九
上）

。
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天

福
二

年
（

＝
＝

二

四）

三

月
十
三

日

範
恵
（
於
菩
提
院
）

神
供

文
暦
二

年
（

＝
一一
二

五）

三

月
二

十
六
日

印
禅
（

於
菩
提
院
）

神
供
（
な
お

、

こ

の

時、

嘉
禎
四

年
（

＝
＝

二

八）

正

月
二

十
四

日

　
聖
宴
（

於

菩
提
院）

神
供
（
肩
書
は

大
法
師
）

寛
元

四

年
（

一

二

四
六）

三

月
三

日

　
了
遍
（

於
菩
提
院）

誦
経
（

肩
書
は

権
律
師
）

建

長
二

年
（

一

二

五
〇）

二

月
九
日

　
真
徹
（

於
菩
提
院）

「

〈
大
法
師
V

聖
範
」

が
散
花
の

役
を
務
め
て

い

る
）
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一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

明恵の 『菩提心論』 理解 （前川）

　
こ

の

隆
詮

は
、

貞
永
元
年
（
一

二

三
二
）

四
月
二

日
、

東
寺
で

潅
頂
を

受
け
た

隆
詮
（
『

東
寺
長
者
補

匹）
と

同
一

人
物
で

あ
ろ

う
。

と

い

う
の

は
、

上

述
の

隆
詮
は

寛
耀
・

行
清
と
い

っ

た

人
た

ち

と
一

緒
に

色

衆
を

務
め

て
い

る
こ

と

が

多
い

の

で

あ
る

が
、

寛
耀
は

安
貞
元

年
（
一

二

二

七）

十
二

月
十
日

に
、

行
清
は

寛
喜
二

年
（
一

二一
二

〇）

に
、

東
寺
で

潅
頂
を

受
け
て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

　
な

お
、

寛
元

三

年
（
一

二

四
五）

二

月
十
三

日
に

皆
明
寺
で

実
性
が

伝
法
潅
頂
を

受
け
た

際
、

「
〈

権
少
僧
都
〉

隆
詮
」

が

護
摩
を
務
め

て

い

る

が
、

『

血

脈
類
集
記
』

の

記
述

に

従
う
限
り

、

寛
元
四

年
に

権
律
師
で

あ
っ

た
上
述
の

隆
詮
と

は

別
人
と

考
え
ざ
る

を

得
な
い

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
（
6）

　

頼
瑜
の

『

真
俗
雑
記

問
答
鈔
』

に

は

「

隆
詮
僧
都
御
房
」

が

登

場
し

、

こ

れ

が

『

納
涼

坊
談

義
記
』

の

筆
者
で

あ
る

隆
詮
と

同
一

人
物
と

　
　
？）

さ

れ

る
。

恐
ら

く
そ

う
で

あ
ろ

う
と
思

わ

れ

る

が
、

同
時
代
に

複

数
の

隆
詮
が
い

る

よ

う
な
の

で
、

も

う
少
し

検
討
が

必
要
で

は

な
い

か

と

も
思

わ

れ

る
。

　

現
存

す
る

写

本
（
慶
應

義
塾
大
学
三

田

メ

デ

ィ

ア

セ

ン

タ
i
所
蔵）

に

は
、

表
紙
に

「

猷
然
」

の

名
が

記
し
て

あ

り
、

猷
然

所
持

本
で

あ
っ

た

こ

と
を

示
し

て

い

る
。

猷
然
の

名
は

、

道

範
『

貞
応
抄
』

巻
上

の

写

本
に

以

下
の

よ

う
に

見
え
る
（

乾
元
二

年
は
西
暦

＝
二

〇
三
年）

。

　
　
「

乾
元
二

年
〈

癸
卯
〉

二

月
二

十
九

日
於
神
護
寺
月
静
坊
為

興
隆

拭
老
眼
書
写
之
畢

　
　

法
印
権
大
僧
都
猷
然
　
〈

七

十
〉

」
（
大
正
七
七
・

七

〇

四
上
一

三

〜
一

五）

こ

れ

に

続
い

て
、

三

月
三

日

に

は

巻

中
を
（
同
上
七
一

〇

下
七
）

、

三

月
六
日

に

は

巻
下

を
（

同
上
七
一

四

中
二

四
）

書

写
し

て
い

る
。

こ

の

写
本
に
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「

浄
土
院

僧
正

賢
賀
」

が
加
え
た

識
語
で

は
、

猷
然
を

「

八

坂
吉

祥
園

院
」

（
同
上
七
一

四

中
二

九
）

の

僧
と

し
て

い

る
。

ま
た
、

徳
治
二

年
（

＝
二

〇

七
）

四

月

十
二

日
に

は
、

神
護
寺
成

身
院
で

『

不
空

表
制

集
』

巻
二

を
（

大
正
五

二
・

八
三

八
下

二

四

〜
二

六）
、

同

年
五

月
三

日

に

は

巻
六

を

（
同
上
八

六
〇

下
十
二

〜

＝

三

書
写

し

て

い

る

こ

と

が

知
ら
れ

る
。

年
齢
を
「

七

十
四
」

と

記
し

て

い

る
の

で
、

先
の

「

猷

然
」

と

同
一

人
物

で

あ
る

こ

と

が

分
か
る

。

　
『

納

涼
坊
談

義
記
』

に

は

「

神
護
寺
成
口
口
口

蔵
本
」
（
一

ウ
）

と

あ
り

、

猷
然
が

神
護
寺
で

書
写

活
動
を

行
っ

て

い

る
折

、

成

身
院
経
蔵
で

見
出
し

た

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

　

　
　
　

　
　
二

　
『

納
涼
坊
談
義
記
』

の

内
容

　
『

納
涼
坊
談

義
記
』

に

は
、

合
点
が
つ

い

て
い

る

も
の

を

数
え

る

と

三

十
一

項
目
に

わ
た
っ

て
、

明
恵
の

発

言
が

記
録

さ
れ

て

い

る
。

そ

れ

ぞ

れ

の

項
目
を

列
記
す
る

と

以
下
の

よ

う
に

な

る
（
番
号
を

括
弧
に

入
れ
た

も
の

は
、

合
点
が
付
せ
ら
れ

て

い

な
い

が
、

独
立

し
た

話
柄
と

考
え
ら
れ
る

も
の
）

。

（

九
月
四

日
）

1
　
金

剛
頂
瑜
伽
中
等
可

有
六
種
釈

2
　
大
阿
闍
梨

3
　
上

根
上

智

（

−
）

　
鉦…
或
心

（

こ

れ

は
、

次
下
6
の

中
の

「

无

惑
」

4
　
不
楽
外
道
二

乗

法

5
　
大
度
量

6
　
勇
鋭
无
惑

の

解
釈
と

同
文

。

単
な
る

誤
写
か）

188

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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19　18　17　16　15　14 7
　
魔

宮
振
動

8
　
常

在
人
天
受
勝
快
楽
事

（

2
）

　
唯

真
言
教
中
即
身
成
仏

（

3
）

　
凡

真
言
教
ハ

十
地
ヲ

好
テ

立
テ

不
論
地
前

9
　
一

切

智
・

自
然
智
・

無
碍
智

（

九

月
五

日
）

10
　
外
道
二

乗
法

（

4
）

秘
密
主
遍
一

切
処
加
持
力
故
巡
歴
諸

趣
常
在
仏
会
〈
云

々
＞

11
　
常
在
人
天
受
勝
快
楽
事

12
　
於
諸
教
中
闕
而
不
書

※

こ

の

四

項
目
は

前
日

と

重

複
し

て

い

る
。

後
述

。

（

5
）

　
変
易
生

死

13
　
入

無
余
二

乗
・

廻
心

声
聞

（

6
）

変
易
生

死
凡
夫
受
之
二

乗
受
之

無

余
衆
生

界
・

】

切

衆
生

従
凡
入
仏

位
者
亦
超
十
地

菩
薩
境
界

前
以

相
説
今
以
旨
陳
等

但
具
此
心

者
能
転
法
輪
自
他
倶
利

無
我

法
中
有
真
我

本
有
薩
垣

189一
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20
　
観
日
月
輪

21
　
悉
含
普
賢
之

心

22
　
三

摩
地
菩
提
心

23
　
五

方
仏
位
各
表
五

智

等

24
　
十
六
大

菩
薩

25
　
於
心

質
中

有
一

分
浄
性

26
　
金
剛

拳
位
衆
行

円
満
不
立

大
日

事

（

7
）

証
無
生

智

27
　
阿
字
本
不
生

28
　
一

是
通
達
心

等

29
　
此
観
若
成
等
者

30
　
又
散
善
門
中
等

31
　
密
厳
国
土

※

こ

の

項
目
は

「

顯
教
密

厳
国
土
ト

云
ハ

八

九

十
地

菩
薩
所

居
土
也

。

今
大
日

土
密

厳
国
土

ト

云
、

で

終
わ
っ

て

お
り

、

答
え
は

記
さ

れ

て
い

な
い

。

与
彼
同

也

異
如
何
L

と
い

う
問
い

か

け

190

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　
1
は

題

名
で

あ
る

「

金

剛
頂
瑜
伽
中
発
阿

耨
多
羅
三

藐
三

菩
提
心

論
」

の

解
釈
で

あ
り、

31
の

「

密

厳
国
土
」

は

『

菩
提
心

論
』

全

体
の

末
尾

近

く
の

句
で

あ
る

の

で
、

明
恵
の

講
義
は

『

菩
提
心

論
』

全

体
を

扱
っ

て

い

る
こ

と
が

分
か

る
。

隆

詮
は

「

上
人
御
房
御
語
少
々

注
置

之
」
（

十
四

オ
）

と

記
し
て

い

る

の

で
、

明
恵
が

語
っ

た

中
か
ら
隆

詮
が

重
要
と

感
じ
た

も
の

を

記
し

た

と

考
え
ら
れ

る
。

　
上

に

注

意
し

た

よ

う
に

、

10
・

11
・

12
の

話
題

が

4
・

8
・

（

1
）

と

重

複
し

て

い

る

が
、

重
複
し

て

い

る

箇
所
を
そ
れ

ぞ
れ

比
較
し
て

み
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る

と
、

以
下
の

よ

う
に

な
る

。

（

不

楽
外
道
二

乗
法
）

4
　
不

楽
外
道
二

乗
法
者

　
種
々

異
説
ア

リ
。

上

タ

ル

教
ニ

テ

見
下

テ

余
教
ヲ

外
道
ト
云
ハ

ム

事、

更

無
二

難
の

雖
然

、

数
論
勝
論
等
ヲ

云

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
声）

ハ

可
宜
歓

。

又
、

二

乗
ト
云
二

、

大
小
二

乗
ト

云

事
ア

リ
。

雖
然

、

打
任
タ
ル

義
ニ

テ

ロ
聞

縁
覚
ヲ

ニ

乗
ト

云
ム

事
、

可

然
放

。

花

厳
宗

、

　
　
　（
8

）

超
二

乗
地

云

事
ヲ

尺
ス

ル

ニ

、

二

乗
ノ

言
ノ

中
二

置
大
乗

、

超
三

乗
地
云

事
ア

リ
。

此
ノ

言
二

准
テ

云
ハ

、

大
小
二

乗
ト
云

口
、

依
憑
ト
ナ

ル
ヘ

シ
。

雖
然

、

此
ハ

一

家
ノ

尺
也

。

（

ニ

ウ
〜

三

オ）

N 工工
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10
　
外
道
二

乗
法
者

　
「

外
道
ト

云

言
二
、

顕
教
諸
乗

、

皆
可
摂
」

云

事
、

甚
非
也

。

凡
外
道

者、

背
如
来
法
印
名
也

。

即
、

数

論
六
句

義

立
、

勝

論
廿
五

諦
ヲ

立
、

有

大
有
性

、

諸

法
ヲ

令
有

。

「

因
縁
有
テ

、

諸

法
ヲ

令
有
」

ト
ハ

不
云

。

此

等
、

背
如
来

法
印
故

、

外

道
ト
云
へ

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
（
部）

シ
。

『

楞
伽
経
』

中
、

有
廿

種
外
道

。

即
小
乗
廿
β
也

。

此
ハ

義
説
シ

テ
、

小
乗
ヲ

外
道
ト

云
。

人
空

法
有
ト

云

力

故
、

人

法
二

空
ヲ

立

ル

法
印
二

背
力

故
、

外
道
ト

云
ヘ

シ
。

同
二

空
ヲ

説
ヨ

リ
ハ

、

更

不
可

有
外
道
之

義
也

。

若

挙
一

不
可

、

一

外
道
ノ

名
ヲ

得
ハ
、

金
剛

界
ノ

大

日
二

対
テ

胎
蔵
ノ

大
日
ヲ

外
道
ト
云

款
。

胎
蔵
大
日
ハ

、

不
具
智
故
也

。

米
斎

、

又
名
鳩
鵬
外
道

。

是

数
論
也

。

惜
暇
故

、

不
乞
食

。

夜
出

、

人

家
飲

食

落
散
拾
テ

食
ス

。

国
人

、

貴
之

故、

衢
設
食

。

夜
出
食
之

。

夜
出
似
鳩

鶻
鳥

。

因
為
名
也

。

（
三

ウ

〜
四
ウ
）

（

常
在
人

天

受
勝
快
楽
）

8
　
常
在
人
天
受
勝
快
楽
事

、

如
何

。

「

瑜
伽
中

、

諸
菩
薩
成
テ

、

不
至
大
日

位
、

サ

テ

有
ナ
ム
」

ト

思
者
有
款

。

（

三

オ
）

（

3
）

　
「

秘
密
主

、

遍
一

切
処

、

加
持
力
故

、

巡
歴

諸
趣

、

　

　
　
す）

常
在
仏
会
L
〈

云
々

〉

。

此
モ

「

常
在
人

天
」

等
ト

同

事
也

。

常
在

人
天
ト

見
ハ

、
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凡
夫
所

見
也

。

仏

見
前
ニ

ハ

、

更
不
死

。

即、

行
者
観
智
ノ

前
也

。

異
熟
依
身
ハ

爛
壊
ス

。

此
ハ

人

所
見
也
（
四
ウ

）

11
　
常
在
人
天

受
勝

快
楽
事

、

即
身
成
仏
ス

ル

人
、

在
人
天

、

受
快
楽
也

。

即
身
成
仏
ト
云
ハ

、

一

座

観
智
徹
仏
境
時

、

自
身
同
大

覚
位

。

不
限
自

身
、

所
依

国
土

、

皆
成
密
厳
国
土

。

余
人
不
見
之

。

出

観
時
、

本
人
也

。

入
観
時

、

即
身
成
仏
ト

云

也
。

此
人

、

在
人
天

、

受
快
楽

也
。

不
限
此

、

在
々

所
々

ト

モ

云
ヒ

、

又
生
々

世
々

ト
モ

云

フ
、

常

事
也

。

『

大
日

経
』

「

密
印
品
」

ニ

モ
、

「

世
々

生
々
」

ト
モ

云（
理

。

皆

観
智
純
熟
人

報
也
く

大
悉
地
ヲ

得
テ、

周
遍
法
界
ニ

テ、

自

他
見
位
ニ

モ

ア

ル

ヘ

シ

X
四
ウ

〜
五
オ

）
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（

唯
真
言
法
中
即
身
成
仏
）

（

1
）

　

唯
真
言
教

中

即
身
成
仏

、

顕
教

中
不
説
之

放
。

凡
顕

教
小
乗
等
マ

テ

モ
、

位
論
之

乎
。

遇
此

教

人
、

不
論
前
生
結

縁、

即
身
成
仏
ス

ル

放
（
三

オ
）

12
　
「

於
諸
教
中

闕
而
不
書
」

ト

云
ハ

、

三

密
具
足
成
仏
ハ

諸
教
闕
セ

リ
。

カ

サ
マ

ニ

モ

身
語
ヲ

空

テ
一

心
二

帰
ス

ル

也
（
五

オ）

成
仏
ス

ル

定
ハ
、

皆
即
身
成
仏
也

。

即
身
成
仏
ハ

、

従
何

「

翫
一

心
利
刀
顕
教、

　
　
　

　
　
　（
11）

振
参
密
金
剛

密
蔵
」

〈

云
々

〉

。

顕
教
ハ

、

イ

192

　
こ

れ

ら

を

見
る

と
、

い

つ

れ

も
五

日
の

講
義
内
容
は

、

四

日
の

講
義
を
ふ

ま
え
て

、

そ
れ

を

補
足
す
る

も
の

と

言
え
る

。

　
「

不
楽
外
道
二

乗
法
」

の

句
に

つ

い

て

は
、

四

日

の

講
義
で

は
、

上

位
の

も
の

が

劣
位
の

も
の

を

「

外
道
」

と

呼
ぶ

と
い

う
一

般
的

な

意

味
を

述
べ

つ

つ
、

数
論
や

勝
論
な
ど

の

こ

と
と

す
る

の

が

妥
当
と

す
る

。

五

日

の

講
義
は

そ

れ

を

承
け

、

「

密
教
の

立

場
か

ら

は
、

顕

教
を

『

外
道
』

と

呼
ぶ

の

で

は

な
い

か
」

と
の

意
見
を
取
り
上

げ
て

、

「

小
乗
を

『

外
道
』

と

呼
ぶ

の

と
は

違
っ

て
、

顕
密
両
教
と

も
人
法
二

空
を

旨
と

し
て

い

る
の

で
、

『

外

道
』

と

呼
ぶ

べ

き
で

は

な
い
」

と

し

て

い

る
。

ま
た

、

そ
の

よ

う
な
論

法
を

使

う
な

ら
、

金
剛

界
大
日

か

ら

見

て

胎
蔵
大
日

は

「

外
道
」

と
い

う
こ

と

に

な
っ

て

し

ま

う
だ

ろ

う
、

と

反

論
し
て

い

る
。
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「

常

在
人

天

受
勝
快
楽
」

の

句
に

つ

い

て
、

四

日
の

講

義
で

は
、

「

瑜
伽
の

中
で

、

菩
薩
に

な
る

だ

け
で

、

大
日

如
来
の

境
地
に
は

到
達
し

な
い
」

と

考
え
る

者
が
い

る

の

で

は

な
い

か
と

の

問
い

を

投
げ
か

け
、

観
智
の

上
か

ら

言
え

ば

即
身
成
仏
で

あ
る

が
、

出

観
す
る
と

凡
夫
な

の

で
、

凡
夫
の

立

場
か

ら

「

人
天
」

と

言

う
と

説
明
し

て

い

る
。

　
「

唯
真
言

法
中
即

身
成
仏
」

の

句
に
つ

い

て
、

四

日
の

講
義
で

は
、

「

顕
教
や
小
乗
で

あ
っ

て

も
、

成
仏
は

即
身
成
仏
で

あ
る
」

と

説
き

、

「

ど

の

位
か

ら

を
成
仏
と
い

う
の

か
。

前
生

で

の

結
縁
と

は

無
関
係
に

、

即

身
成
仏

す
る

の

か
」

と

問

う
て

い

る
。

こ

れ
に

対
し
て

、

五

日

の

講
義
で

は
、

「

於
諸
教
中
闕
而

不
書
」

の

方
を
説
明
し
て

、

「

密
教
で

は

三

密
具
足

の

成
仏
で

あ
る

が
、

顕
教
で

は

意
密
の

成
仏
で

あ
る
」

と

論
じ

て

い

る
。

　
以
上

の

よ

う
に

見

て

く
る
と

、

四

日
と

五

日
で

重

複
し

て
い

る

三

箇
所
は

、

四

日

の

講
義
を
五

日

の

講
義
で

補
足
し

た

も
の

で

あ
り

、

そ

の

こ

と

を
示
す
た

め
、

わ
ざ
わ

ざ

「

五

日
」

と
い

う
日

付
を
入
れ

た

と

考
え
ら
れ

る
。

三

　
明
恵
の

『

菩
提
心
論
』

理

解
の

特
色

　
『

菩
提
心

論
』

は
、

東

密
・

台
密
を
問
わ

ず
、

日

本
密
教
に

お
い

て

重

視
さ
れ
て

き
た

が
、

そ
の

大
き
な
理
由
の
一

つ

は

「

唯

真
三
口

法
中

。

即
身
成
仏
故

。

是
故
説
三

摩
地

。

於
諸

教
中

。

闕
而
不
言
」

の

句
に

あ
る

と

言
っ

て

も
よ

い

で

あ
ろ

う
。

　
し

か

し
、

す
で

に

見
て

き
た

よ

う
に
、

明
恵
は

こ

の

句
を

文
字
ど
お

り
に

は

理

解
し

な
い

。

あ
く
ま
で

も
自
ら
の

顕

密
一

致
の

枠
組
み

か

ら

解
釈
す
る

の

で

あ
る

。

明
恵
の

解
釈
で

は
、

こ

の

句
は

「

三

密
具
足
の

『

即
身
成
仏
』

を

説
い

て
い

る

の

は

密
教
だ
け
で

あ
る
」

と

言
っ

て

い

る

に

過

ぎ

ず
、

成
仏
そ
の

も
の

に

関

し

て

顕
密
の

間
に

優
劣
は

な
い

と

す
る
の

で

あ
る

。

　
既
に

引
用
し

た

よ

う
に

、

明

恵
は

、

”

即
身
成
仏
と
い

う
の

は
、

入

観
の

問
の

こ

と

で
、

出

観
す
れ
ば

凡
夫
の

ま
ま
で

あ
る
”

と

述
べ

て

い

る
。

同

じ

趣

旨
が

、

以

下
で

も
言
わ

れ
て
い

る
。

　
　

「

従
凡
入

仏
位
者
亦
超
十
地

菩
薩

境
界
」

者
、

『

秘
蔵
記
』

「

所
行
々

非
所
得
果
」
〈

云
々
〉

。

一

座

観
智
仏

境
二

徹
ル

時
、

大

日
位
二

至
ル

。

　
　
其

後、

出

観
、

同
凡

夫
適

故
、

「

所
行
々
」

ト

云

也
。

顕
教
中
二

四

位
ノ

証
ア

リ
。

信
位
二

仏

果
ヲ

ウ
ル

ヲ

「

初
発
心
時

便
成
正

覚
」
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ト
云

力

如
ク

、

真
言
ノ

即
身
成
仏
ハ

信
位
ノ

即
身
成
仏
ナ
ル
ヘ

シ
（
六
ウ

〜
七
オ
）

　
こ

こ

で

は
、

さ

ら

に

顕
教
の

信
・

解
・

行
・

証
の

階
位
に

あ
て

は

め
て

、

密
教
の

即
身
成
仏
は

信
位
に

あ
た

る

と

位
置
づ

け
て
い

る
。

次

の

文
か
ら
も
同

じ

よ

う
な
理
解
が

う
か

が

え
る

。

　
　
コ

ニ

摩
地

菩
提
心
L

者
、

勝
義
ノ

智
恵

、

無

自
性
観
門
ヲ

ナ

シ
、

行
願
大
悲

、

縁

衆
生

。

此
ノ

悲
智
ヲ

モ

テ

心
ヲ

餝
テ

、

三

摩
地

ノ

行

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　（
12）

　
　
二

住
ス

ル

也
。

必
シ
モ

非
修
恵

。

聞
思
相
応

。

「

摂
論
意
言
無
分

別
観
」

等
也
（
八

ウ）

　
こ

こ

で

は
、

勝
義
・

行
願
を
経
て

行
わ

れ
る

三

摩
地
を

、

聞
・

思
・

修
の

う
ち

、

修
慧
と

は

言
い

切
れ

ず
、

聞
思
相
応
だ
と

し
て

い

る
。

　
こ

の

立

場
か

ら
、

明

恵
は

『

菩
提
心
論
』

で

述
べ

ら
れ

る

境
地
は

あ
く
ま
で

因
位
の

立

場
で

と
ら

え
ら

れ

た

仏
果
で

あ
っ

て
、

仏

果
そ

の

も
の

で

は

な
い

と

す
る

。

　
　
「

但
具
此

心
者
能
転
法
輪
自
他
倶
利
」

者
、

転

法
輪
ハ

必

不
限

仏

果
。

如
上

心

ヲ

具
ル

者
、

衆
生
ヲ

化
ス

ヘ

ケ
レ

ハ

転
法
輪
口

↑
云
？）

　
　
也
（

七
ウ

）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
13）

　
　
「

悉
含
普
賢
之
心
」

者、

人
解

行
ノ

三

ノ

普
賢
ア

リ
。

「

含
普
賢
之

心
」

云
テ

、

「

如
来
心
ヲ

含
ス
」

ト

不
云

事
ハ

、

如
来
ノ

位
ハ

等

覚

　
　
菩
薩
尚
不
能

知
。

果
分
不
可

説
也

。

因
分
可

説
ノ

果
分
ヲ

普
賢
ト

云
フ

。

行
者
所
知
ノ

分
斉
二

当
力

故
二

普

賢
ノ

心
ト

云
フ

。

善
財

善

　
　
知
識
ニ

モ

見

因
広
大
相
ノ

知
識
ト

云
ハ

普
賢
也

。

因
広
大
ト

云
ハ

果
分
ヲ

取
テ

因
位
二

置
也

。

初
、

文
殊
ノ

信
智
ヲ

起
テ

、

終
二

普
賢

　
　
ノ

理
二

入
。

現
身
成
仏
ト
云
ハ

是
也
（
八
オ
〜
八
ウ）

　
　
金

剛
拳
位

、

衆
行
円

満、

不

立

大
日
事
ハ

、

五

秘
密
軌
ノ

金

剛
サ

タ

ヲ

中

臺
ト

ス

ル

カ

如
シ

。

一

万
タ

ラ

↑
曼
荼
羅）

諸
菩

薩
、

皆
金

　
　
剛
サ

タ
ノ

位
二

至
ヲ

、

至
極
ト
ス

。

此

即、

花
厳
ノ

普
賢
ヲ

見
因
広
大
相
ノ

知
識
ト
立
テ

、

此

所
二

至
テ

果
位
ヲ

究
竟
ス

ル

カ

如
シ

。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　（
14）

　
　
此
ハ

因
分
可
説
ノ

果

分
也

。

果
位
ハ

等
覚
菩
薩
尚
不
能
知
ノ

位
ナ
レ

ハ
、

皆
金
剛

拳
二

至

ヲ

至

極
ト
ス

。

此
ハ

因

位
菩
薩
所

知
分
斉
ナ

　
　
リ

。

　
　
「

証
無
生

智
」

者
、

分
証
無
生

智
也
（
十
一

オ

〜

＋
一

ウ
）

　
「

証
無
生

智
」

を
、

「

分
に

無
生

智
を

証
す
る

な
り

」

と

解
す
る

の

は
、

『

菩
提
心

論
』

そ
の

も

の

か
ら

は
、

若
干
無
理
が

あ
る
よ

う
に

思
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わ

れ

る

が
、

明

恵
自
身
の

理
解
と

し
て

は
一

貫
し

て

い

る

こ

と

は
、

以
上

か

ら

明
ら

か
で

あ
ろ

う
。

ま
た

、

さ
り
げ
な
く

「

現
身
成
仏
」

と

い

う
言

葉
が

使
わ

れ

て

い

る

が
、

『

解
脱
門
義
』

の

以

下
の

文
を

参
照

す
る

な
ら

、

こ

れ

は

密
教
の

「

即
身
成
仏
」

と

対
比

し
て
、

明
恵
が

自
ら

の

成
仏

観
を

示
す
た

め

に

使
用
し

た

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

　
　

先

間
日

。

何
故
立

此

↑
仏

光
観
の
）

図

印
乎

。

答
。

灑
甘
雨

於
火
宅
、

得
大
車
於
露
地

、

豈

不
歓

喜
耶

。

此

文
總

括
五

位
之

法
門

、

該

　
　

羅
十
仏

之
境

界
。

直
至

道
場
之

宝
乗

、

現
身
成
佛
之

秘
術
也

。

是
故
図

印
文
義
置
之

座
右

。

諷

誦
思

惟
為
抑
廃
忘
也
（

大
正

七
二
・

七
七

　
　
下
二

〇
〜

二

五
）

　
　

問
日

。

如
此

修
行
人

後
生

得
何
果

報
乎

。

答
。

依
今
生

修
行
力

故
順
次
生

即
如
善
財
童

子
大
威
光
太
子

等
。

即
十
地

窮
満
現
身
成
仏
益

　
　
也
（

巻
下

。

大
正

七
二

・

八
四

下
一

〜
三
）

　

第
】

の

引
用

文
を
一

見
す
る

と
、

「

直
至
宝
乗
」

と

「

現
身
成
仏
」

と

が

対
に

な
っ

て

い

る

の

で
、

「

現
身
成
仏
」

は

「

即
身
成
仏
」

と

同

じ

よ

う
に

見
え
る

が
、

第
二

の

引
用

文
を

見
る

と
、

明
恵
が

「

現
身
成

仏
」

で

意
味
し
て

い

る
も
の

は
、

「

即
身
成
仏
」

と
は

全

く
異
な

る

こ

と

が

分
か
る

。

　

明
恵
は

或
る

談

話
で

「

我
始
三

祗

劫
修
行
也

。

此
ハ

不
語

他
人

事
也
」

（
禅
浄

房
筆
『

上

人
之

事
』

、

明

資

τ

六
QO

二
ご

と

語
っ

て
い

る
。

「

不

語

他
人
」

と

言
っ

て

い

る

と
お

り
、

著
作
の

表
面
に

現
れ
る

こ

と

は

な
い

が
、

明
恵
の

思
想
と

実
践
を

貫
い

て

い

る

の

は
、

「

三

祗
劫
修

行
」

を

是
と

す
る

立
場
と

言
っ

て

よ

い

と

思
わ

れ

る
。

『

納
涼
房

談
義
記
』

の

「

即
身
成
仏
」

解

釈
は

、

こ

の

よ

う
な
明

恵
の

立

場
を

前
提

に

し

た

時
、

理

解
可
能
に

な
る

と

思
わ
れ

る
。

四

　
結

び

　

改
め

て

考
え
て

み

る

と
、

『

納

涼
坊
談
義
記
』

は
、

神
護
寺
の

伝
法
会
で

の

講
義
で

あ
る

。

隆

弁
の

よ

う
に

明
恵
と

親
し
い

僧
た

ち
が

多

か
っ

た

と

は

思
わ

れ

る

が
、

そ
れ

な
り
の

公

式
な

場
で

の

発

言
で

あ
り

、

『

菩
提
心
論
』

と

い

う
真
言
宗
の

中
心

論
書
を

扱
っ

て

い

る

こ

と

を

考
え
れ

ば
、

明
恵
の

発
言
は

極
め

て

大
胆
な

も

の

で

あ
る

。

「

唯

真
言
教
中
即
身
成

仏
、

顕
教
中
不

説
之

款
。

凡
顕
教
小
乗

等
マ

テ
モ
、
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成
仏
ス

ル

定
ハ

、

皆
即

身
成
仏
也

。

即
身
成
仏
ハ

、

従
何
位
論
之

乎
。

遇
此

教
人
、

不
論
前
生

結
縁

、

即

身
成
仏
ス

ル

歟
L

と
い

っ

た

言
葉

は

挑
発
的
な
響
き
さ
え

帯
び

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

　

聴
衆
の

反

応
が

ど

う
で

あ
っ

た

か

は

分
か

ら

な
い

が
、

既
に

見
た

よ

う
に

九

月
五

日

の

講
義
で

前
日
の

講
義
（
し
か

も
即

身
成
仏
に

か

か

わ

る

話
題）

の

補
足
を

行
っ

て

い

る

こ

と

を

考
え
れ

ば
、

少
な

か

ら
ぬ

抵
抗
を

受
け
た

の

で

は

な
い

か

と

思
わ

れ

る
。

　

そ
の

受
容
に

関
し
て

、

た

と
、
凡

ば
、

頼
瑜

『

菩
提
心
論
初
心
鈔
』

巻
上

に

「

不
楽
外
道
二

乗
法
等
者

、

此

外
道
二

乗
異
義
不
同
也

。

雖
然

、

打
任
（

タ

ル）

義
、

普
通
外
道
二

乗
也

。

数
論
勝
論
等
外
道

、

声
聞
縁
覚
二

乗
也
」

（
日

蔵
（
新）
四

八
・

九
二

下
］

〜
三
）

と
い

う
文
が

あ

る

が
、

こ

の

中
の

「

打
任
（
タ
ル
）

義
」

と

い

う
の

は
、

明
恵
の

口

吻
と
一

致
し

て

お

り
、

『

納
涼
坊
談

義
記
』
（

な
い

し、

そ

れ
に

由
来
す
る

口

伝）

を

参
照
し

て

い

た

可
能
性
が

あ
る

。

宥
快
『

菩
提
心
論
鈔
』

巻
二

に

は

「

上

根
上

智

事
。

一

義
云

。

上

根
者
日

信
進
念
定
慧
五

根
利
也

。

上

智
者
重

挙
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
（
15）

根
中
慧
根
也
」
（
日

蔵

薪）
四

八
・

二

七
一

上
一

七
〜

下

こ

と

あ
る

が
、

こ

こ

で

述
べ

ら

れ

る

解
釈
は

、

明

恵
の

も
の

と
一

致
す
る

。

こ

の

よ

う
な

部

分
的
な
一

致
は

あ
る

が
、

明
恵
の

中
心
的
な

主

張
を
正
面
切
っ

て

取
り
上

げ
た

も
の

は
、

（

さ
ら

な

る

精
査
が

必

要
で

あ
る

と

は

言
え

）

今
の

と

こ

ろ

検
出
で

き
て

い

な
い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　（
16）

　

結
局

、

明
恵
の

立

場
は

、

「

顕

教
側
か
ら
の

密
教
に

対
す
る

接
近
」

と
と

ら
え
ら
れ

、

ほ

と

ん

ど

無
視
さ
れ

た

の

で

は

な
い

か

と

考
え
ら

れ

る
。
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真
全

明
資

『

真
言
宗
全
書
』

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『

明
恵
上
人
資
料
』

第
一

〜

第
五

※

本
発
表
は
、

平
成
二

十
三

年
度
智
山
勧
学
会
奨
励
研
究
助
成
（

共
同
）

代
表
者
・

小
宮
俊
海）

の

成
果
の
一

部
で

あ
る

。

「

明
恵
上

人

夢
記
の

集
成
・

注
釈
と

密
教
学
的
視
点
か

ら
の

分
析
研
究
」

（

研
究
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註
（

1
）

前
川
健
一

『

明
恵
の

思
想
史
的

研
究
』

（

二

〇
一

二

年、

京
都
・

法
藏
館
）

に

翻
刻
を

収
め

て

い

る
。

以
下

、

『

納

涼
坊
談
義
記
』

か
ら
の

引
用
は
、

　
　
同
書
に

も
と
づ

き、

丁
数
を
付

す
る

。

（

2
）

　
奥
田
勲

「

明
恵
上
人

関
係

聞
書

類
に

見
え
る

人

物
に

つ

い

て
」

（

明
資
三
）

七
四
七
〜

七
五

〇

頁
の

「

隆

弁
」

の

項
に

関
係
資

料
が

網
羅
さ
れ
て

　
　
い

る
。

（
3
）

高
山

寺
古
文
書

第
三

部
（

紙
背
文
書）
一

二

二

・

＝
＝

二

に

出
る

「

聖
範
」

は

同
名
の

別
人

。

（
4
）

高
橋
秀
城
「

頼

瑜
の

夢
想
」

（

『

智
山
学
報
』

五

七

輯
、

二

〇
一

〇

年
三
月）

九
二

頁
に

引
用

。

（
5

）

　
湯
浅
吉
美
「

『

東
寺
長
者
補
任
』

の

翻
刻
（

上
）

」

（
『

成
田

山

仏
教
研
究
所
紀
要
』

二
一

号、

］

九
九
八

年
三

月）
一

四

四
頁

。

（
6

）

　
第
一
（

真
全
三

七
・

三
上
）
・

同
上
（

二

四

上
）

・

第
二

十
四
（
四
一
一

上
〉

な
ど

。

（
7

）

　

高
橋
前
掲
論
文
九
三

頁
。

（
8

）

　
『

八

十

華
厳
』

巻
五

十
一

「

如
来
出
現
品
第
三
十
七

之
二
」

「

仏
子

。

若
無
如
来
巧
持

智
風

。

無

量
菩
薩

。

皆
堕
声
聞
辟
支
仏

地
。

由
此
智
故

。

　
　
令
諸
菩
薩

。

超
二

乗
地

。

安
住
如
来
究
竟
之
位

。

仏
子

。

是
為
如
来
心

第
九

相
」

（

大
正
一

〇
・

二

七
二

中
二

九
〜

下
三
）

。

（

9
）

　
引
用

経
文
は

『

大
日
経
』

巻
四

「

密

印
品
第
九
」

「

爾
時
薄
伽

梵
毘

盧
遮

那
。

観
察
諸

大
衆
会

。

告
執
金

剛
秘
密
主
言

。

秘

密
主

有
同

如
来
荘

　
　
厳
具

。

同
法
界
趣
標
幟

。

菩
薩
由
是
厳
身
故

。

処
生

死
中
巡
歴
諸

趣
。

於
一

切
如
来
大

会
。

以
此

大
菩
提
幢

。

而
標
幟
之
」

（
大
正
一

八
・

二

四

上

　
　
二

九

〜
中
四
）

の

取
意
か

。

巻
五

「

字
輪
品
第
十
」

「

爾
時
薄
伽

梵
毘
盧
遮

那
。

告
持
金
剛
秘
密
主
言

。

諦
聴
秘
密
主

。

有
遍
一

切
処
法
門

。

秘
密

　
　
主

若
菩
薩
住
此

字
門

。

一

切

事
業
皆
悉
成
就
」

（
大
正
一

八
・

三

〇

中
八

〜
】

○
）

、

巻
三

「

悉
地
出

現
品

第
六
」

「

善
男
子

真
言

加
持
力
故

。

法
爾

　
　
而
生

。

無
所
過
越

。

以
三

時
不
越

故
。

甚
深
不
思
議
縁
生
理
故

。

是
故

善
男
子

。

当
随
順
通
達
不
思
議

法
性

。

常
不
断
絶

真
言

道
」

（

大
正
］

八
・

　
　
一

入

中
八

〜
】

二
）

を

も
参
照

。

（

10
）

　
「

密
印
品
」

の

中
に

「

生
生

世
世
」

の

句
は

な
い

。

『

大
日

経
疏
』

巻
十
五

「

秘
密
漫

荼
羅
品
第
十
一

之

余
」

「

悉
地
何
時
生

者
。

経
云
世
世
生

　
　
生

乃
至
業
業
不
除

。

果
令
成
熟
彼

時
悉
地
成

。

一

時
業
生

令
寄
在
身

。

得
持
誦

者
悉
地
従
意
生

。

此
生
生
世
世
是

義
語
也

。

梵
云

散
夥
那
是
識

也
。

　
　
謂
内

心
中
也

。

猶
如

世
間
衆
生

造

種
種
業

。

乗
此
業
故
而
受
果
報

。

或
一

生
百
千
万
等
生

。

此
業
不
失

熟
即
受
報

。

今
答
此
悉
地
生

亦
如
是

。

如
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行
人
随
上

中
下

期
願

。

依
真
言
法
要
而
修
得

成
悉
地

。

由
此

悉
地
在

身
故

。

乃
至
世
世

生
生

。

常
在
行
人
身
中
猶
如
業
果

。

雖

復
従
衆
縁
生

常
自

　
　

空

寂
。

不
有

不
無

。

而
亦
不
敗
不
亡

。

従
此

悉
地

成
後

。

世

世
受
果
無

失
敗
也

。

乗
悉
地
之

業
而
受

彼
果

。

名
為
生

悉
地
家

。

既
生
悉
地

家
巳

。

　
　
乃
至
成
仏
已

来
終
不
失
壊

。

故
云
業
不
能
除
也
L
（

大
正

三

九
・

七
三

八

下
一

〇

〜
二

三
）

（

11
）

　
空
海

『

御
請
来
目

録
』

（

定
本

弘
法
大
師
全

集
一
・

三

九
・
一
）

。

（

12
）

　
最

後
の
一

文
は

、

『

華
厳
経
探
玄

記
』

巻
九
（

十
地
品）

の

以
下
の

部
分
の

引
用

。

「

二

如
初
地

加
行
位
既
名
信
行
地

。

即
諸
地
之

前
倶
加
行
位
皆

　
　

名
信

行
。

以

摂
論
中
意
言
無

分
別
観
通
四
位

。

故
知
地
上
亦
有
也
」

（

大
正
三

五
・

二

八
】

上
二

五

〜

二

八
）

。

（

13
）

　
明

恵
『

解
脱
門
義
』

巻
上

「

又
有
人

解
行
三

普
賢

。

文
殊
亦
可
准
此

。

故
説
因
分
云

普
賢
門

。

又
云
文
殊
門

。

此
義
可
見
至

相
孔
目

十
玄
門
等

　
　
也
」

（

大
正

七
二
・

八

〇

中
一

〇

〜
一
一
）

。

智
儼
『

孔
目
章
』

巻
四
（

普
賢
品

普
賢

章
）

「

二
一

乘
普
賢
亦
有
三

。

一

人
。

謂

第
四

十
五

知

識
普
賢

　
　
者
是
。

二

解
。

即
普
賢
品
六

十

行
門

。

各
皆
普
遍

。

及
漸
次
深
深
深
深
深
深
深
深
深
深

。

及
等
因
陀
羅
微
細
事
等

。

三
行

。

即

離
世
間
品
十
種
普

　
　
賢
心

。

十
種
普
賢
願
行
法

。

如
文
可

知
。

余
義
如
別
章
」

（

大
正

四

五
・

五

八

〇

中
二

七

〜
下
三
）

（

14
）

　
以

下
の

文
を
参
照

。

明
恵
『

華
厳
仏

光
三

昧
観
秘
宝
蔵
』

巻
下
「

問
。

何
故
合
此
四
心
不
成
毘

盧
遮
那

。

成
金
剛

薩
堙

耶
　
答

。

深
教
秘
密
義

。

　
　
為
顕
果
分
不
可
説

義
。

於
果
門
立

因
名

。

依
此
義
以
毘
盧
遮
那
名
金

剛
薩
墟
也

。

為
顕

因
分
可
説

義
。

於
因
門
立

果
名

。

依
此

義
以
金

剛
薩
堙
名

　
　
毘
盧
遮
那
也

。

除

十
信

住
行
等
五

位
。

皆
有
此
二

分
義

。

是
故
彼
五

秘
密
瑜
伽

。

果
分

不
可
説
之

因
分
故

。

四

聖

合
成
金

剛
薩
堙

。

三

聖
為
体

。

　
　
因
分
可
説
之
果

分
故

。

二

聖
合
成
毘
盧
遮

那
也

。

顕
密
多
有
此
義

。

即
善
財
知
識
中

。

顕

因
広
大

相
知
識

。

普
賢
外
不
立

別
仏

果
」

（

大
正

七
二
・

　
　
九
七

中一

二

〜
下
二
∀

（
15
）

　
上

根
上

智
者

、

上

根
ハ

信
等
五
根、

上

智
ハ

此
五

根
ノ

中
ノ

恵
心
所
也
（
ニ

オ
）

。

（
16
）

　
小
宮

俊
海
「

『

真
俗
雑
記
問
答
鈔
』

に

お
け
る

「

栂
尾
義
」

に
つ

い

て
」

（
『

智
山

学
報
』

六
十
一

輯
、

二

〇
一

二

年
三

月
）

一

四
五

頁
。
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菩
提
心

論
、

納
涼
房
談
義
記、

隆

詮、

即
身
成

仏


